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学位論文内容要旨
論文題目
Histotopographical characterization of the para-ao吋icIymph nodes in the area near the 



















節を 4~ イプに分類し検討した。 Type1 :リンパ門が明確で翰出入管の判別が可能なヲイプ。
Type2 :胸管分枝に横付けに配置され、輸出入管の判別が不明確な告イプ。 Type3:周囲の側副
路を介して胸管分校と連絡し、輸出入管の判別が困難な告イプ。 Type4 側冒IJ路がリンパ節を貫
通し、翰出入管の判別がさらに困難な9イプ i)頻度は Type135目 7札 Type226.1%， Type3 30. 4%. 
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いリンパ流が多く存在することを示唆する。この程度によって、大動脈周囲リンパ節をtype1~4 の 4 タ
イプに分類した。
本研究は、臨床的に消化器がんや婦人科がんで、大動脈周回リンパ節郭清の治療効果が低いとされる理由
の一端を明らかにしたという点で、臨床的に価値のある研究である。また、上記2の概念は新知見であり、
博士号に値する研究であると恩われる。すでにpeerreview誌である Hepato'Gastl'oentelologyにaccept
さオもている。
また、予備審査のときと比べ格段にプレゼンテーションが改善され、分かりやすい発表であった。
したがって、合格とする。
(1， 200字以内)
